
候補者以
外の氏名

6

氏名含む
他事記載

9

確認しが
たいもの

119

白紙 978
雑事 219
記号符号 227
無効票計 1558

無効票内訳（票）
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１頁 選挙への異議申し出

佐倉市で36年振り
ゲノム編集食用作物講演会
佐倉市民オンブズマン

今後の取り組み

２頁 定例議会概要
議会質問ほか
戦没者追悼式の休日開催

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
４

月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
２
名
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
結
果
は
藤

崎
良
次
は
当
選
し
、
香
取
て
る
お
は

残
念
な
が
ら
次
点
で
し
た
。

今
後
も
市
民
生
活
の
充
実
の
た
め

に
変
わ
ら
ず
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

市
議
・
藤
崎
良
次
は
会
派
を

宇
田
実
生
子
議
員
と
結
成
し
ま
し
た
。

会
派
名
は
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

ひ
ま
わ
り
会
」
で
す
。

両
者
は
、

①
徹
底
し
た
情
報
公
開

②
税
金
の
無
駄
遣
い
を
許
さ
な
い

に
つ
い
て
共
通
の
意
識
を
持
ち
、
会

派
と
し
て
発
言
機
会
も
増
や
し
活
動

を
し
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

今
後
も
そ
れ
ら
と
共
に
、
各
種
相

談
や
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
頂
き
、

行
動
し
て
ゆ
き
ま
す
。

変
わ
ら
ず
に
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
ン

今
後
の
取
り
組
み

公
職
選
挙
法
２
０
６
条
に

基
づ
い
た
４
月
25
日
付
け
異

議
申
し
出
に
対
し
、
市
選
管

は
５
月
８
日
に
そ
れ
を
認
め
、

15
日
に
口
頭
意
見
陳
述
も
行

い
、
５
月
22
日
に
票
の
再
確

認
調
査
を
実
施
し
た
。

最
下
位
当
選
者
と
次
点
者

の
双
方
か
ら
２
名
づ
つ
立
会

い
人
が
出
て
、
両
候
補
の
有

効
投
票
数
（
１
３
８
４
・
３

４
票
及
び
１
３
８
０
票
）
、

関
係
按
分
票
（
９
票
）
、
無

効
投
票
（
１
５
８
８
票
）
の

再
確
認
を
し
た
（
無
効
票
の

内
訳
は
「
表
1
」
を
参
照
）
。

そ
し
て
、
51
票
に
つ
い
て

再
確
認
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
判
定
を

行
っ
た
。
結
果
は
、
有
効
投

票
数
に
変
動
が
な
く
、
開
票

は
正
し
く
行
わ
れ
て
い
た
。

①
他
事
記
載
・
・
「
名
前
と

頑
張
れ
」
の
記
入
票
は
無
効
。

「
頑
張
れ
」
が
有
意
の
他
事

記
載
（
投
票
者
が
誰
か
の
秘

密
を
侵
す
）
と
さ
れ
１
票
が

無
効
と
な
っ
た
。

②
混
記
・
・
二
人
の
候
補
者

の
氏
と
名
を
混
ぜ
て
記
入
し

１
票
が
無
効
と
な
っ
た
。

「
違
法
の
ぼ
り
旗
」
（
公

選
法
１
４
３
条
違
反
）
使
用

こ
れ
に
対
し
、
市
選
管
は
、

「
刑
事
事
件
に
お
い
て
有
罪

と
な
っ
た
場
合
は
公
選
法
２

５
１
条
に
従
い
、
当
選
無
効

と
な
る
」
「
刑
事
事
件
で
有

罪
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

の
ぼ
り
旗
使
用
で
当
選
無
効

と
な
る
こ
と
は
な
い
」
と

決
定
書
で
述
べ
た
。

選
管
は
の
ぼ
り
旗

の

使

用

に

対

し

、

「
刑
事
事
件
で
有
罪

と
な
れ
ば
当
選
無
効

と
な
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
警
察

又
は
検
察
に
捜
査
依

頼
を
直
ち
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
選
管
は
、

佐
倉
警
察
署
刑
事
２

課
に
相
談
し
た
。

そ
の
後
、
電
話
に
よ
り
警

察
か
ら
次
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
県
警
本
部
に
照
会
し
、
本

部
か
ら
次
の
回
答
が
あ
っ
た
。

即
ち
『
事
案
を
選
挙
運
動
中

に
現
認
し
て
も
、
ま
ず
警
告

案
件
と
す
る
の
が
通
例
で
あ

り
、
特
定
の
候
補
者
の
み
警

告
を
省
略
し
て
捜
査
案
件
と

す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
い
。

ま
し
て
、
４
月
の
行
為
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
捜
査
対
象
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
』
。

（
7
月
11
日
付
回
答
書
）

公
職
選
挙
法
は
総
務
省
、

選
管
は
佐
倉
市
選
挙
管
理
委

員
会
、
警
察
は
千
葉
県
警
佐

倉
警
察
署
、
刑
事
裁
判
は
千

葉
地
方
裁
判
所
と
担
当
が
各

所
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
全
体
の
運
営
を
適
正

に
行
う
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
公
職
に
就
く
人

が
違
法
行
為
に
走
る
選
挙
は

良
く
な
い
。

公
職
選
挙
法
の
目
的
は
、

「
選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
適
正
に
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
は
「
違
法

の
ぼ
り
旗
」
を
使
っ
た
候
補

者
が
有
利
に
得
票
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
適
正
と
は

言
え
な
い
状
態
で
あ
る
。

早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
わ
ず
か
な
票
差
で

は
、
決
定
的
に
な
る
。

「
選
挙
へ
の
異
議
申
し
出
が

佐
倉
市
で
36
年
振
り
に
出
る
」

4
月
21
日
に
佐
倉
市
議
選
が
行
わ
れ
、
48
％
の
低
投
票
率
の
中
、
立
候

補
者
42
名
か
ら
28
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
最
下
位
当
選
者
と
そ
の
次

の
得
票
者
（
次
点
）
と
の
票
差
は
、
４
・
３
４
票
と
極
め
て
わ
ず
か
。
そ

こ
で
、
票
の
再
確
認
と
違
法
の
ぼ
り
旗
使
用
に
つ
い
て
、
異
議
申
し
出

（
不
服
の
申
し
出
）
を
し
た
。
佐
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
選
管
）
は
申

し
出
を
認
め
再
確
認
し
た
結
果
、
票
数
に
変
更
は
無
し
。
違
法
の
ぼ
り
旗

に
関
し
て
、
異
議
申
し
出
人
は
千
葉
県
へ
の
不
服
申
し
立
て
を
し
た
。

佐
倉
市
で
の
、
選
挙
異
議
申
し
出
は
36
年
振
り
（
4
度
目
）
で
あ
り
、

あ
る
べ
き
選
挙
の
視
点
か
ら
報
告
し
ま
す
。

◆
異
議
申
し
出

◆
票
数
の
確
認

ゲ
ノ
ム
編
集

食
用
作
物
っ
て
何
？

人
類
は
、
長
い
年
月
を
経

て
、
我
々
に
と
っ
て
都
合
の

良
い
植
物
の
形
質
（
遺
伝
的

性
質
）
を
人
為
的
に
選
抜
交

配
し
、
突
然
変
異
に
よ
る
品

種
改
良
を
も
通
し
て
、
作
物

と
し
て
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
20
年
ほ
ど

前
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
（
遺

伝
子
の
切
り
張
り
）
が
登
場

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
我
々

が
求
め
る
美
味
し
い
多
収
品

種
、
気
候
変
動
に
強
い
品
種
、

病
害
虫
に
強
い
品
種
な
ど
が

可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
７
年
前
か
ら
は

短
時
間
、
低
コ
ス
ト
に
て
開

発
で
き
る
方
式
が
普
及
し
て

き
ま
し
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
応
用
さ
れ
、

ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
さ
れ
た
身

近
な
農
作
物
も
話
題
で
す
。

日時 10月26日（土）

午後2時～4時 （開場1時半）
場所 佐倉市立美術館４階ホール（定員99名）

（京成佐倉駅南口から徒歩8分）

講演内容 ゲノム編集技術と問題点、そして、

将来の食糧生産への期待と社会的課題

講師 笠井美恵子さん

（千葉大学・環境健康フィールド科

学センター特任教授）米国ノースカ

ロライナ州立大学 博士課程修了

参加費用：資料代500円

（問合せ） 香取てるお （080-5175-3680）

電話予約も可。

主催：佐倉市民オンブズマン連絡会

ゲノム編集「食用作物」の講演会

ゲ
ノ
ム
と
は
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
書
き
込
ま
れ
た
す
べ
て
の

遺
伝
情
報
の
こ
と
で
す
。

香取てるお

◆
無
効
票
の
扱
い

◆
の
ぼ
り
旗
の
使
用

◆
警
察
の
対
応

◆
ま
と
め

◆
刑
事
事
件
へ
の
対
応

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政

の適正運用、人権保護の

ために行動する人」です。

各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき
る方も募集しています。

表１

議
会
会
派
結
成
の
お
知
ら
せ



　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

市
民
オ

ン

ブ

ズ

マ
ン

ひ
ま
わ
り
会

さ
く
ら
会

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

斉
藤
明
美
議
員

議 員 数 （ 合 計 2 8 名 ） 2 8 2 9 4 4 3 2 1 1 1 1

① Ｈ 3 1 一 般 会 計 補 正 予 算 ( 修 正 部 分 ) ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ ○

② Ｈ 3 1 一 般 会 計 補 正 予 算 ( 修 正 以 外 ) ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

③ 市 民 協 働 推 進 条 例 改 正 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

④ 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 条 例 制 定 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

⑤ 地 下 室 で は な く 、 明 る く 使 い や す
い 佐 倉 図 書 館 を 求 め る

△ × × × × ○ ○ × × × ×

⑥ 日 米 地 位 協 定 見 直 し を 求 め る △ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案種類 提出者 件数 主な内容（青字は否決された議案） 可決数

補正予算 市長 4
Ｒ１年度一般会計、農業集落排水、介護
保険、下水道事業

4

条例制定 市長 1 森林環境譲与税基金 1

条例改正 市長 10

手数料、コミュニティーセンター設置及
び管理、情報公開及び個人情報保護条
例、税賦課徴収、市民協働推進、介護保
険、放課後児童健全育成事業の設備及び
運営、家庭的保育事業等設備及び運営、
水道事業給水、下水道

10

契約 市長 1 井野中学校体育館請負金額の変更 1
協議 市長 1 市町村総合事務組合規約の改正 1

請願 市民 3
国の教育予算拡充、義務教育費国庫負担
制度堅持、地下室ではなく明るい図書館
を求める

2

意見書（請
願分を含ま

ず）
議員 7

信頼される政府統計を求める、国保への
国庫負担増額を求める、日米地位協定見
直しを求める、生活保護基準の引き下げ
中止を求める、八ッ場ダムの安全対策を
求める、福島第一原発の汚染水処分の真
摯な議論を求める、オスプレイの木更津
基地への暫定配備の撤回を求める

1
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①
６
月
補
正
予
算
修
正
案

新
市
長
の
方
針
を
基
に
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。
し

か
し
、
会
派
さ
く
ら
会
は
敬

老
会
関
係
予
算
４
５
０
万
円

削
除
の
修
正
案
を
提
出
。

理
由
は
、
「
14
地
区
社
協

に
『
各
20
万
円
＋
世
帯
当
た

り
30
円
』
の
予
算
配
分
で
は
、

世
帯
数
の
差
に
よ
っ
て
地
区

間
格
差
が
大
き
い
。
十
分
検

討
し
、
再
提
案
し
て
ほ
し
い
」

で
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
会
派
は
予
算

４
５
０
万
円
の
配
分
方
法
を

柔
軟
に
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
、

削
除
案
に
は
反
対
し
た
。

②
修
正
以
外
の
補
正
予
算

そ
の
他
の
予
算
に
関
し
て

当
会
派
は
賛
成
し
た
。

③
市
民
協
働
推
進
条
例
改
正

こ
れ
ま
で
「
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会｣

が
活
動
し
て

い
た
が
、
見
直
し
案
が
提
出

さ
れ
可
決
。
今
後
は
実
施
団

体
に
対
し
「
市
の
主
要
課
題
」

に
該
当
す
る
事
業
に
補
助
金

を
支
出
す
る
。
Ｈ
28
年
度
決

算
不
認
定
が
改
正
原
因
。

④
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
制
定

森
林
保
護
に
対
す
る
税
が

こ
の
基
金
に
貯
め
ら
れ
る
。

⑤
地
下
室
で
は
な
く
、
明
る

い
使
い
や
す
い
佐
倉
図
書
館

を
求
め
る
請
願

交
通
弱
者
に
有
利
な
現
在

地
（
美
術
館
前
）
が
良
い
と

考
え
た
。

⑥
日
米
地
位
協
定
見
直
し

米
軍
に
対
す
る
国
内
法
の

適
用
を
推
進
す
べ
き
で
す
。

-２-

第
17
期
佐
倉
市
議
会
始
ま
る
（
5
月
臨
時
会
、
６
～
7
月
の
定
例
会
概
要
）

４
月
21
日
の
選
挙
に
よ
り
、
佐
倉
市
の
第
17
期
市
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
定
員
28

名
の
う
ち
、
12
名
が
新
人
で
あ
り
新
鮮
な
佐
倉
市
議
会
と
な
っ
た
。
新
人
は
各
人
の
視
点
で

す
で
に
質
問
等
を
こ
な
し
、
今
後
の
議
会
活
動
へ
の
貢
献
を
予
感
さ
せ
て
い
る
。

な
お
、
藤
崎
良
次
と
宇
田
実
生
子
議
員
は
、
会
派
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り
会
」

を
今
期
当
初
か
ら
結
成
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

前
市
長
と
異
な
る
点
は
?

「
元
気
と
笑
顔
で
佐
倉
を
変
え
る
と

訴
え
、
当
選
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

徐
々
に
西
田
色
を
出
し
た
い
。
市
民
、

議
会
、
職
員
の
オ
ー
ル
佐
倉
の
精

神
で
取
り
組
み
た
い
」

行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
?

「
現
在
、
有
識
者
と
行
政
改
革
懇

話
会
に
て
基
本
方
針
の
協
議
中
で

あ
り
、
そ
の
後
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
、
具
体
的
に
取
り
組
む
」

財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
?

「
社
会
保
障
費
の
増
加
等
の
財
政

需
要
が
高
ま
る
中
、
税
収
は
減
収
が

予
想
さ
れ
る
。
全
事
業
の
見
直
し
と

費
用
対
効
果
の
検
証
を
進
め
、
安
定

し
た
行
財
政
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取
り
組
み
た
い
」

障
害
者
福
祉
へ
の
取
り
組
み
は
?

「
支
援
が
必
要
な
本
人
、
家
族
、
周

囲
の
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
整
備
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｈ

31
年
３
月
末
の
介
護
認
定
者
数

は
７
３
５
０
人
、
障
害
者
手
帳
等
の

所
持
者
（
７
４
４
６
人
）
を
合
わ
せ

る
と
1
万
４
８
０
０
人
と
な
り
、
人

口
比
は
８
・
４
％
と
な
る
。
福
祉
施

策
に
つ
い
て
は
充
実
を
図
っ
て
ゆ
き

た
い
」

西
田
新
市
長
の
政
治
姿
勢
を
質
問

佐倉市議 藤崎 良次

教
育
勅
語
は
、
明

治
天
皇
の
言
葉
と
し

て
明
治
23
年
に
公

表
さ
れ
、
昭
和
23

年
に
国
会
に
て
排
除
、

失
効
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。
西
田
市
長
は
、

教
育
勅
語
の
活
用
を

議
員
時
代
に
議
会
で

発
言
し
ま
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
考
え
か
?

そ
れ
に
対
し
、

「
教
育
勅
語
は
、
当
時

の
教
育
の
基
本
理
念
で

し
た
が
、
昭
和
22
年
に

教
育
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
23
年
に
失
効
さ
れ

た
。
市
長
と
し
て
、
教

育
勅
語
の
精
神
を
佐
倉

の
子
ど
も
た
ち
に
押
し

付
け
る
気
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。

教
育
勅
語
は
戦
争
を

推
進
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
認
識
が
弱
い
。

教育勅語について

６～７月議会の質問ほか

毎
年
11
月
に
戦
没
者

追
悼
式
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
参
加

者
が
減
少
傾
向
の
た
め
、

休
日
開
催
を
こ
れ
ま
で

に
要
望
し
て
き
た
。
こ

の
質
問
に
次
の
回
答
が

あ
っ
た
。

「
戦
後
、
70
年
以
上
が

経
過
し
、
ご
遺
族
の
高

齢
化
も
あ
り
参
列
者
は

年
々
減
少
の
傾
向
に
あ

る
。
戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
こ
と

に
市
民
に
関
心
を
持
っ

て
頂
く
た
め
に
も
、
参

加
し
易
い
休
日
開
催
は

意
義
が
あ
る
。
今
年
度

は
、
11
月
30
日
（
土
）

を
予
定
し
て
い
る
」

こ
の
追
悼
式
は
、
兵

役
に
就
い
た
人
ば
か
り

で
な
く
民
間
の
被
災
者

も
追
悼
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
方
々
に
参
列
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

編
集
後
記

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
28
名
の

市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
の
発
言
も
十
分
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
慣
習
に
頼
ら
ず
、
多
く
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
議
会
運
営

が
望
ま
れ
ま
す
。 施

政
方
針

佐
倉
市
長
選
挙
の
結
果

4
月
21
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
に
お
い

て
、
西
田
新
市
長
は
、
2
万
４
４
２
０

票
を
獲
得
し
て
当
選
し
た
。

市
長
選
に
立
候
補
し
た
4
人
の
合
計

得
票
数
は
、
6
万
９
３
１
６
票
で
あ
り
、

新
市
長
は
３
５
・
２
％
の
得
票
率
。
ま

た
、
全
有
権
者
14
万
４
４
２
０
人
の
１

６
・
９
％
で
あ
り
、
約
6
人
に
一
人
が

西
田
新
市
長
に
投
票
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

議
長
・
副
議
長
選
挙

に
見
る
佐
倉
市
議
会

5
月
16
日
に
臨
時
議

会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
、

副
議
長
選
挙
を
実
施
。

議
長
選
の
立
候
補
者

は
藤
崎
と
石
渡
議
員
の

2
名
。
副
議
長
選
の
立

候
補
者
は
、
木
崎
議
員

と
為
田
議
員
の
2
名
。

選
挙
結
果
は
ど
ち
ら
も

10
対
18
と
な
り
、
石
渡

議
員
、
為
田
議
員
が
当

選
し
た
。

こ
の
選
挙
の
争
い
は
、

保
守
系
（
さ
く
ら
会
、

公
明
党
、
自
由
民
主
さ

く
ら
他
）
対
非
保
守
系

（
オ
ン
ブ
ズ
ひ
ま
わ
り
、

ネ
ッ
ト
、
共
産
、
他
）

の
様
相
と
な
っ
て
い
る
。

一
部
事
務
組
合
議
員

佐
倉
市
は
、
近
隣
自
治
体
と
共
同
で
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
一
部

事
務
組
合
と
し
て
地
方
自
治
体
を
組
織
し

て
い
ま
す
（
消
防
組
合
、
清
掃
組
合
な
ど
）
。

そ
の
中
の
葬
祭
組
合
は
、
佐
倉
市
、
四

街
道
市
、
酒
々
井
町
と
共
同
で
を
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
市
と
同
様
に

議
会
も
あ
り
、
議
員
が
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
藤
崎
は
葬
祭
組
合
の
議
員
に

な
り
現
在
、
葬
祭
組
合
議
会
の
議
長
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
す

が
、
議
会
は
市
議
会
と
同
じ
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
追
悼
式
の
休
日
開
催


